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＜はじめに＞

地域独特の環境（風や光、熱のみならず風景の在り方ま

でを含む）を考慮して生まれた建築の内部には他の土

地にはないその場所固有の新しい空間性があるべきで

ある。しかし、その地域の美を最大化するような空間性

は既に建物に存在しているものではなく今日まで不可

視であった潜在的なものである。つまり、そのような地域

の美を最大化する建築を設計することはその場所にあ

る文脈から断絶された全く新しい概念を持ち込むような

強引さと危うさに満ちている。強い批判をあびた建築が

時代を経てその場所の象徴になることが現実にあるよう

に、地域の魅力を最大化する建築を設計することとその

地域について考えることは相反することであると考えて

いる。しかし、その街の街区の形や住居空間、気候などは

建築を設計する上での有効な手がかりとなりえるのでは

ないだろうか。

＜敷地と環境＞

敷地はリオデジャネイロから北に飛行機で一時間ほど離れたヴィトリア湾沿いの丘に位置する。対岸には垂直性の強い都市、大きな岩山、起伏のある地形の上にある住宅群などがある。

月間平均最高気温は30.4℃、月間平均最低気温は24℃で、10月から1月までの間が主に激しい雨季である。昼間は海から陸に向けて海風が吹き、卓越風である貿易風が東から西に吹いて

いる。東には海、北には大きな丘とビーチ、北西には都市、西にはペーニャ修道院が見える。

対岸には2006年にプリッカー賞を受賞したパウロ・メンデス・

ローチャが設計したビトリアの文化施設がある。彼らは「芸術

の埠頭に捧げられたこの建築群はランドスケープや街を囲む

歴史的景観を生かしている。港や造船所のエネルギッシュで絶

え間ない作業風景にとり日々躍動するこの街の、自然と建築物

が劇的に出会いを逐げる場所に生まれる建築群はこの地域一

体に対する敬意を表す。」と言う。自然と歴史的風景を内部に取

り込むという試みは彼らの文化施設における都市的な建築の

試みとは対称的である。ただし、太陽光を床に反射させ照度を

得るという考え方は共通している。

この地域にある建築の様相を観察してみると屋根のある屋外空間にソファやダイニングテーブルなどが置かれ、まるで内部空間のように使われていることが特徴的である。

地形に沿って折れ曲がった道、ランダムに見える丘の上に建つ住宅配置もまた独特のものである。また建築家の建築形態を見ているとスラブや柱が大スパンであったりと

そのスケール感はブラジル特有なのではないだろうか。本設計では屋根裏空間、スケール、多方向な配置、折れ曲がる道を設計の手がかりとする。
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そのスケール感はブラジル特有なのではないだろうか。本設計では屋根裏空間、スケール、多方向な配置、折れ曲がる道を設計の手がかりとする。

折れ曲がる山道 丘の上にある住宅群（多方向配置）

大きなスケール 内部のような軒下空間
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1- 一般開架（実用書）

2- 一般開架（新刊書）

3- カウンター

5- ポピュラー

4- 青年

6- 郷土資料

7- 読書スペース

8- 児童図書

9- 音楽資料

11- インターネットコーナー

10- 自習室

12- 情報コーナー

20- レストラン

19- 企画展示コーナー

17- 新聞・雑誌

16- 談話コーナー

15 更衣室

14- スポーツ

13- イベントホール

18 インフォメーション

コンセプトモデル

この建築は約20mの正方形の（t= 250mm）板が組み合せることで成立している。この屋根

裏の連続したような空間を面の集合体でつくろうと考えた。面と面はあらゆる方向に傾く

ことで日陰をつくり、雨を地面に流し、風を内部に取り入れ、風景と対峙する空間を創出す

る。日射が強く温暖な場所であるため、コンクリートが分厚くなりがちであるが、この建築

では面を二層構造とし空気層を設けることで天井が熱くならないようにしている。また、人

が入ることの出来ないこの隙間は内部空間に取り入れるための拡散光をコントロールす

る役割を果たす。 柱、壁、床といった要素を分節せずに等価に扱うことでそれらは抽象化

され、まるで森の中を歩いているような感覚を得られるのではないかと考えた。板と板に

よって生まれた偶然的な隙間を彷徨うように利用者は移動し、好きな場所で本を読むとい

ったような空間体験を期待する。

僅かな隙間から差し込む光が床と天井に反射し、エッジが消失する。

天井が床に隠れることで方向性のある広がりが生まれている。

図書における実用書や青年向けといった分野による分節は空間構造に適応される。またカウンターはエントランス付近に一つだけあるような旧来的な形式ではなく、二人を一単位とした小規模カウンターを分散的に配置することで大規模な建築空間の円滑的な管理を実現する。一般的な中

央カウンターは職員と利用者を隔てる境界となってしまい職員スペースには備品類が無造作に置かれたり、執務に不可欠な会話や電話の音が開架スペースに漏れだしてしまうことが多い。カウンターを事務スペースの延長でなく開架フロアの構成員として一角を占めることでサービスの向上

となるのではないだろうか。

plan
 

（左）風の道と人の道（右）分散型カウンター



自然を縫うようにスロープと段々状の平面を立ち上げる。 平面に沿いながら、スキーで止まる時と同様の原理でハの字に壁を配置する。 屋根と天井の二層の面を被せる。 自然を縫うようにスロープと段々状の平面を立ち上げる。

この地域は日差しが強いため、面を二層

構造とし面の隙間に空気層を設けること

で断熱をしている。ピンクの色が天井、青

が屋根、緑が人の入るスペースである。

自然を縫うようにスロープと段々状の平面を立ち上げる。

屋根の枚数が２枚以上ある場所を青く図示している。青い部分が居場所となり、赤い部分は外部空間となっている。

屋根面を流れる雨の方向を図示している。雨の貯まる部分には貯水槽を設け、雨水利用を行う。 アクソメパース。建築と自然が入り交じるように広がっている。
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耐水合板(表面シナ材)
t=18(t=9の２枚合わせ)

＜構造＞

去年同じような構成をしたアート作品を制作した。構造解析とモックア

ップを作成し、1200mm×1200mmの平面に対して厚みを18mmに決

定した。この場合は足下をアンカーで固定することで地面に設置して

いるが計画では土圧によって板が開く力を抑えている。材厚の寸法は

この作品を参照としている。

この地域は日差しが強いので、分厚いコンクリートで断熱する傾向が見られますが、この建築では面を二層構造とし面の隙間に空気層を設けることで断熱をしています。 

人が入ることが出来ないこのスペースは設備スペースに対応し、また内部空間に取り入れるための拡散光をコントロールする役割を果たします。また丘の上部にある天

井面は床として機能空間となります。 天井高は低く抑え、自然と建築の部分が交互に連続しています。長く伸びた庇は屋外と内部をつなげています。空気の流れは屋根

と天井の隙間を流れ、雨は建築の内部に入らないように屋外へ排出され、貯水槽を設けることで雨水利用を行い循環します。
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山を登るように蛇行する階段が面の隙間を駆け巡るように配置される。山を登るように蛇行する階段が面の隙間を駆け巡るように配置される。

立面図　北側（上）西側（下）いずれも縮尺100分の1。

（上）人の多い中央の部分は展望台であり、92枚の面のなかで唯一水平な面となっている。（下）丘の下から見上げた様子。




